
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親は子どもに何か教える際に、周囲の子どもや

きょうだいを例にとり、比較しがちです。それに

より、見本を示すとともに間違いに気づかせ、懲

らしめる効果を狙うのです。しかし、子どもは比

較されることにより、自信を失い傷つきます。そ

して問題行動を増やす結果になるのです。もし正

しい例を示したいのであれば、本人の中にある、

ほんのわずかでもできている部分を見つけそれに

気づかせることが大切です。いいとこみつけ・・

してみましょう。 

 

ダイヤモンド社 

「アルフレッド・アドラー 

    人生に革命が起きる 100の言葉」 

               小倉 広 解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７月 行事予定 

１ 月 頭髪検査        

水あそびスタート 

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金 園開放 

七夕会・誕生日会 

６ 土  

７ 日  

８ 月  

９ 火  

１０ 水 みみょう文庫 

１１ 木 避難訓練 

１２ 金 園開放 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月 海の日 

１６ 火 身体計測 

１７ 水  

１８ 木  

１９ 金 園開放 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月  

２３ 火  

２４ 水  

２５ 木  

２６ 金 園開放 

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月  

３０ 火  

３１ 水  

 

  

令和６年度  ７月の園だより  

みみょう保育園 

 

広島市南消防署

警防課 救助係 地震・水害に備えよう 

7月７日は七夕です。人
じん

日
じつ

（正月）、上巳
じょうし

（桃の節句）、端午
た ん ご

、

七夕
たなばた

、重陽
ちょうよう

（菊の節句）は、昔から五節句といわれ、それぞれ

にちなんだ伝説や行事があります。 

七夕は星まつりで、天の川をはさんで東西に位置するアルタ

イ星とベガ星をけん牛（ひこ星）、織姫（織姫星）と呼んでいま

す。この二人は仲が良すぎて仕事をしなくなったため、天の神

の怒りに触れ、別れ別れになってしまったのです。しかし、それ

から二人は懸命に働き、一年に一度７月７日カササギの橋の上

で会うことが許されたと伝えられています。 

 

「わくわくがいっぱい！子どもも大人も育ち合おう」 

」 

  広島県も梅雨入りし、雨の多い季節となり

ました。子どもたちが育てている園庭の夏野

菜も大きく育ち、トマトも少しずつ赤く色付

いています。そして、６月下旬より１週間程

度、エアコン工事のため第二みみょうこども

園での保育となり、保護者のみなさまには、

ご理解・ご協力をいただき、感謝しています。

第二みみょうこども園の保護者の方にも、温

かく迎え入れていただき、子どもたちは安心

できる環境の中で過ごすことができました。

さらに、たくさんの方に助けていただき、人

とのつながりや関わりの大切さを改めて感じ

ているところです。本当にありがとうござい

ました。 

０歳児の赤ちゃんも大好きな保育士の側

で、好きなあそびを楽しんだり、まわりにい

る人の顔をじっと見つめて、いつもとは違う

環境を感じたり、たくさんのことを感じ、考

えているようでした。 

みみょう保育園では、赤ちゃんとの愛着形

成を深め、大人が心の安全基地となれるよう、

ていねいに関わることを大切にしています。

そのため、赤ちゃんのころから、あたたかい

まなざしの中で語りかけ、心とこころを通わ

せるような、一人ひとりの主体性を尊重でき

る保育を心がけています。あそびや環境は、

子どもの育ちに大きく影響するため、子ども

たち自身がやりたいことを満足いくまででき

たり、思いを受け止めてもらえる心地のよい

経験を日々の触れ合いの中で味わうことで、

更に繰り返し、やってみよう、やってみたい

と思える子どもへと育ってほしいと願ってい

ます。そこには安心できる大人との深い愛着

関係の中で育まれた「自分は自分のままでい

いんだ」という自己肯定感が土台になります。 

 

 

子育て応援メッセージ 

今月より、水あそびが始まります。 

屋上やテラス、園庭など、安全、衛生面に気をつけながら、一

人ひとりの体調や気温に合わせて楽しみます。 

８月３日（土）夏まつり 

８月お盆休み（調節の行く方は、ご協力ください） 

８月１４・１５・１６日です。 

「乳児期の大切な関わり」 

」 

 

他
人
と
比
較
し
て
は
い
け
な
い 

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
、
で
き
て
い
る
部
分
を 

見
つ
け
、 

そ
れ
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ 

乳児期のころから、子ども自身が考えたり、

選び、試そうとしたり、どんなことにも興味・

関心を持っていたりすることは、子どもたち

の可能性を無限大にしていきます。小さなこ

ろから一人の人間として、子どもを尊重し、子

ども自身に「どうしたい？」「○○してもい

い？」など、聞いて関わっていくことは、大人

の大切な役割ですので、子どもたちにとって

心が安心できる存在でありたいと思います。

保護者のみなさまとも、子どもたちの成長を

喜び合い、時には悩み…一緒に考えたいと思

います。いつでも、どんなことでもお声がけく

ださいね。 

これから、梅雨も明けると暑い夏がやって

きます。夏は子どもたちにとってあそびをど

んどん試せる絶好の季節です。水に親しみな

がら、泥の感触を感じたり、カップに水を入れ

たり移し替えたり…たくさんのあそびが選べ

る楽しい夏にしていきたいと思います。全国

的に感染症も流行しやすい時期のため、体調

など考慮しながらにはなりますが、定期的な

休息や水分補給をとりながら、楽しく過ごし

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みみょう保育園 園長 

 


